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	My
	マイ
	留学生の松山の家族になりませんか？


	Matsuyama
	マツヤマ

	Family
	ファミリー
	新規
	登録家庭
	募集中
	「My Matsuyama Familyプログラム（略してＭＭＦ）」をご存じですか？
	「留学生にとっての“第２の故郷＝松山の家族”を作ろう！」というのがＭＭＦの目的です。　
	　新しく松山に住み始める留学生にとって、慣れない日本での生活は不安なもの。

	そこで、ＭＭＦの出番です！
	留学生のために、松山での両親や兄弟姉妹＝“Matsuyama Family”となって、
	どんどん交流してください。交流の仕方はあなた次第！
	ご登録をお待ちしています！　



	登録いただけるご家庭
	松山市内・近郊にお住いの方。外国語はできなくても大丈夫です。

	プログラムの流れ
	年に2回、下の流れで行っています。登録家庭の募集は随時行っています。

	留学生の参加受付
	4月
	10月
	松山に来て原則1年以内の、市内の大学に通う留学生からの参加を受け付けます。


	MMF登録家庭にご案内
	4月～5月
	10月～11月
	参加留学生のリストをお送りしますので、交流を希望される場合にはお申し込みください。

	留学生との顔合わせ
	5月
	11月
	MICで留学生と家族のマッチングを行います。当センターで顔合わせを行います。


	自由に交流
	交流の内容は自由です。お互いの負担にならない程度に、4カ月間で3～4回を目安として交流してください。


	まつやま国際交流センター(MIC)
	松山市三番町6丁目4-20
	089-943-2025
	mail@mic.ehime.jp


	My
	Matsuyama
	Family
	登録前に知っておきたい
	Q1. ホームステイとMy Matsuyama Family（MMF）の違いは？
	Q2. MMFの交流期間は4カ月と決まっているのですか？
	ＭＭＦ参加者の募集は、新留学生の入学が多い４月と１０月に行われます。その後、４カ月の間交流していただきます。４ヶ月のプログラム期間が終われば、MMFプログラムとしての受入は終了ですが、その後も交流を続けて頂いて構いません。

	Q3. 交流中に何らかのトラブルが発生したらどうしたらいいの？
	交流中に重大な問題、トラブルが発生した場合は、MICまでご連絡ください。スタッフが　対応します。特に金銭面でのトラブルなど、重大なトラブルの場合は、プログラムは中止と　なります。また、他の問題の場合でも、内容を確認した上で、交流を中止していただく場合があります。

	Q4. 交流中にかかる費用などはどうすればいいですか？
	受入、交流は基本的にボランティアベースで行って頂きますので、費用は各ご家庭でご負担して頂くことになります。ただし、外出時に要した留学生側の交通費、食費等は留学生自身に負担してもらってください。費用がかかる場合には、留学生に事前に必要額を知らせてあげてください。

	Q5. 参加する留学生にはどんな人がいますか？
	松山に来ている留学生の大半はアジア出身です。特に中国、韓国、インドネシアからの留学生が多いです。そのほかの国の出身者もいます。
	その他にも気になることがあれば、お気軽にお問い合わせください！
	2026年9月




